
（ 1 ）

2016（平成28）年８月10日

第22号

■編集・発行
公益社団法人
安芸高田市シルバー人材センター
〒 731‑0544
広島県安芸高田市吉田町多治比 611‑1

電　話（0826）42－4411
ＦＡＸ（0826）42－1800

ホームページ http://www.akitakata‑sc.jp

写真提供：小田原大蔵会員



公益社団法人　安芸高田市シルバー人材センター会報

　 （ 2 ）

2016（平成28）年８月10日

　

平
成
二
十
八
年
度
定
時
総
会
が
六
月
九
日
（
木
）

午
後
一
時
か
ら
甲
田
文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
で
会

員
総
数
三
百
十
名
中
二
四
二
名
（
う
ち
書
面
に
よ
る

議
決
権
九
二
名
）
の
出
席
の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

就
業
の
場
の
確
保
、
会
員
の
増
員
等
に
多
大
な
貢

献
を
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
に
感
謝
状
の
贈
呈
、
安

全
標
語
の
入
賞
者
に
表
彰
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
沖
田
一
夫
理
事
長
の
挨
拶
、
来
賓
と
し

て
浜
田
一
義
安
芸
高
田
市
長
、
山
本
優
市
議
会
議

長
、
児
玉
浩
県
会
議
員
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
岡
川
元
春
会
員
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
に

入
り
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
代
表
理
事

（
理
事
長
）
沖
田
一
夫
氏
、副
理
事
長　

行
友 

勉
氏
、

業
務
執
行
理
事
（
常
務
理
事
）
前
村
岑
男
氏
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

退
任
理
事�

（
敬
称
略
）

　

今
回
次
の
四
名
の
方
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

前
副
理
事
長　
　
　
　
　
　
　
　

 

渡
邉　

徹
也

前
業
務
執
行
理
事
兼
事
務
局
長　

 

三
木　

鐵
也

前
理
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
田　

琢
磨

前
理
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

池
本　
　

勉

平
成
二
十
八
年
度  

定  

時  

総  

会
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◇
作
業
前　

や
っ
て
良
か
っ
た　

危
険
予
知

 

奥
野
正
富
士　
（
吉
田
町
）

◇
安
全
は　

慣
れ
た
作
業
も　

基
本
か
ら

�

　
渡
辺　

正
美　
（
甲
田
町
）

◇
安
全
は　

無
理
せ
ず
焦
ら
ず　

油
断
せ
ず

�

児
玉
征
之
助　
（
高
宮
町
）

◇
忘
れ
ま
い　

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
と
は　

次
へ
の
教
訓

�

方
京　

逸
朗　
（
甲
田
町
）

◇
落
ち
つ
い
て　

ひ
と
つ
ひ
と
つ
を　

確
実
に

�

市
場　

義
則　
（
吉
田
町
）

◇
安
全
は　

一
人
ひ
と
り
の　

自
覚
か
ら

�

谷
川　

正
留　
（
甲
田
町
）

感
謝
状
贈
呈

　

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
対
し
、
就
業

の
場
の
確
保
等
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
企
業
に
、
感

謝
状
及
び
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

株
式
会
社
ム
カ
イ
ハ
ラ 

代
表
取
締
役
社
長　

金
原　

節
夫　

氏

　

平
成
28
年
度
「
安
全
就
業
強
化
月
間
」
の
啓
発
活

動
と
し
て
会
員
の
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、安
全
就
業
標
語
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

49
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
4
月
25
日
の
選
考
委
員
会

に
お
い
て
厳
正
な
審
査
の
結
果
6
名
の
作
品
が
入
賞

さ
れ
、
6
月
9
日
の
定
時
総
会
で
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。

平
成
28
年
度

安
全
標
語
入
賞
作
品

安
全
就
業
標
語
入
賞
作
品�

（
敬
称
略
）

選考の様子
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役 員 名 簿　
新役員（理事・監事）

専門部会

安全委員会総括地域委員会表彰選考委員会

（敬称略）

役　職　名 氏　　名 役職名 氏　　名 役職名 氏　　名

代表理事（理　事　長） 沖 田 一 夫 理 事 玉 川 康 男 理 事 中　川　　　清

理 事（副 理 事 長） 行　友　　　勉 理 事 藤 原 憲 司 理 事 鈴 川 暢 章

業務執行理事（常 務 理 事） 前 村 岑 男 理 事 森 脇 洋 平 理 事 平　川　富士雄

理 事 山 田 数 敏 理 事 中 川 隆 士 監 事 川 角 一 郎

理 事 田 島 鉄 男 理 事 藤 川 孝 志 監 事 兼 近 浩 三

理 事 方 京 逸 朗 理 事 児　玉　征之助

■普及啓発・福利厚生部会

役職名 氏　　名

部 会 長 鈴 川 暢 章

副部会長 森 脇 洋 平

部 会 員 山 田 数 敏

部 会 員 前 村 岑 男

部 会 員 藤 川 孝 志

部 会 員 中　川　　　清

役職名 氏　　名

委 員 長 山 田 数 敏

副委員長 末　田　　　勵

委 員 藤 川 孝 志

委 員 児　玉　征之助

委 員 近 野 信 之

委 員 油 木 育 夫

委 員 登 立 隆 良

委 員 佐々木　眞　三

委 員 宮 田 勝 之

■総務部会

役職名 氏　　名

部 会 長 藤 原 憲 司

副部会長 山 田 数 敏

部 会 員 行　友　　　勉

部 会 員 前 村 岑 男

部 会 員 藤 川 孝 志

部 会 員 平　川　富士雄

役職名 氏　　名

委 員 藤 原 憲 司

委 員 方 京 逸 朗

委 員 鈴 川 暢 章

委 員 山 田 数 敏

■事業部会

役職名 氏　　名

部 会 長 方 京 逸 朗

副部会長 玉 川 康 男

部 会 員 田 島 鉄 男

部 会 員 中 川 隆 士

部 会 員 児　玉　征之助

部 会 員 平　川　富士雄

役職名 氏　　名

委 員 長 油 木 育 夫

副委員長 宮 田 勝 之

委 員 近 野 信 之

委 員 登 立 隆 良

委 員 佐々木　眞　三

委 員 末　田　　　勵
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
共
に

　

株
式
会
社
フ
リ
ー
エ
ム

�

本
社
営
業
部　

部
長　

福
永
静
喜

　

弊
社
、
株
式
会
社
フ
リ
ー
エ
ム
は

八
千
代
町
に
本
社
を
持
つ
鋼
材
加
工
販

売
業
で
す
が
、
事
業
の
多
角
化
を
目
指

し
二
年
前
よ
り
建
設
用
型
枠
パ
ネ
ル
の

生
産
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
多
く
の
作
業
が
あ
る
う
え
生
産

変
動
も
大
き
い
た
め
、
生
産
開
始
当
初

よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
に
ご

相
談
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

新
商
品
の
為
、
全
て
の
作
業
が
試
行

錯
誤
の
状
態
で
し
た
が
、
お
願
い
し
た

作
業
を
的
確
に
や
っ
て
頂
い
た
お
蔭
で

無
事
量
産
に
漕
ぎ
着
け
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

　

溶
接
工
程
で
は
弊
社
従
業
員
と
と
も

に
バ
リ
取
り
や
塗
料
タ
ッ
チ
ア
ッ
プ
・

シ
ー
ル
張
り
、
組
付
け
と
一
連
の
生
産

作
業
を
し
て
頂
い
て
お
り
品
質
に
対
し

て
も
問
題
な
く
対
応
し
て
頂
き
非
常
に

助
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

剥
離
剤
塗
布
と
出
荷
前
作
業
で
は
生

産
・
出
荷
日
程
に
柔
軟
に
対
応
し
て
頂

き
な
が
ら
各
工
程
を
完
璧
に
ク
リ
ア
し

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

弊
社
の
よ
う
な
中
小
企
業
で
は
若
手

の
採
用
や
育
成
に
も
苦
労
し
て
お
り
、

ま
た
経
済
情
勢
の
変
化
か
ら
工
場
内
の

業
務
量
も
大
き
く
変
動
す
る
た
め
、
労

働
力
の
確
保
に
は
い
つ
も
頭
を
悩
ま
せ

て
お
り
ま
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
様
か
ら
派
遣
さ
れ
て
く
る
会
員

の
皆
様
の
現
役
時
代
の
業
務
経
験
に
培

わ
れ
た
知
識
と
技
術
、
そ
し
て
責
任
感

や
仕
事
に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
は

我
々
に
も
見
習
う
べ
き
点
は
多
く
、
労

働
力
の
補
完
の
み
な
ら
ず
弊
社
の
従
業

員
に
も
い
い
刺
激
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
労
働
人
口
の
減
少
が
進
む
中

様
々
な
就
業
の
形
態
を
模
索
し
つ
つ
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
と
協
力
し
新

た
な
仕
事
を
見
い
だ
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

発
注
者
の
声

　

こ
の
度
、
定
時
総
会
に
お
い
て
理
事

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
未
熟
経
験
不
足

故
皆
様
方
に
ご
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
事

業
の
基
本
で
あ
り
ま
す
「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と
安
全
、

安
心
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
、ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
定
時
総
会
に
お
い
て
重
責

を
担
う
理
事
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し

た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本

理
念
の
も
と
、
会
員
様
の
ご
指
導
を
仰

ぎ
、
地
域
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

こ
の
度
、
定
時
総
会
に
お
い
て
理
事

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
理
念
「
自
主
・
自
立
、
共

働
・
共
助
」
を
も
と
に
、
地
域
の
皆
様

と
相
互
理
解
し
、
よ
り
良
き
関
係
、
発

展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

理事
森脇　洋平
（八千代町）

　

こ
の
度
、
定
時
総
会
に
お
い
て
理
事

に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
計
画
、
実
行
す
る
す

べ
て
の
事
業
が
地
域
の
皆
様
か
ら
愛
さ

れ
信
頼
さ
れ
る
よ
う
精
進
し
微
力
な
が

ら
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
皆
様

の
ご
指
導
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

理事
平川富士雄
（向原町）

理事
中川　　清
（高宮町）

理事
藤川　孝志
（美土里町）

新
役
員
の
紹
介
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安全パトロール
　7月15日（金）安全委員7名事務局3名の3班編成で市内6ヶ所をパトロールしました。

廿日市市シルバー人材センター役職員視察研修に来所

・研 修 日　平成28年7月21日　８名
・研修内容　派遣事業、就業拡大への取り組みについて
　　　　　　㈱ムカイハラへ視察



公益社団法人　安芸高田市シルバー人材センター会報2016（平成28）年８月10日

（ 7 ）

　安芸北森林組合 参事 岸本勇示氏、広島ビー
バーサービス 高橋正明氏を講師に招き、刈払
機取扱講習会を開催しました。今年は、雨のた
め土師ダム はじ丸館で点検整備等について受
講しました。

　厚生労働省広島労働局・委託事業　平成28年
度高齢者活躍人材育成事業で刈払機取扱安全講
習会が、甲田町 甲田文化センターミューズで行
われました。

　（株）立川園芸土木 立川諭氏を講師に招き剪
定講習会を開催しました。剪定の基本的な知識、
技術について、ご指導いただきました。

　安芸高田市キャラバンメイトさんを講師に招
き「認知症について知ろう・学ぼう・活かそう」
について、講習会を開催し、たくさんの方々が、
真剣な表情で聞き入っておられました。

刈払機取扱講習会
� 5月25日（水）44名（一般�2名）

連合会刈払機講習会
� 6月30日（木）10名 剪定講習会

� ６月15日（水）36名（一般�4名）

安全講習会
� 3月16日（水）87名（一般�5名）

講習会
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梅
雨
の
恵
み
を
も
ら
っ
た
雑

草
も
、
勢
い
よ
く
伸
び
草
刈
り

の
ま
っ
さ
か
り
か
と
思
い
ま

す
。

　

役
員
改
選
に
伴
い
、
新
し
い
執
行
部
体
制

で
の
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
就
業
も
従

来
の
受
託
事
業
に
加
え
て
派
遣
事
業
が
進
展

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
就
業
拡
大
と
会
員

の
増
加
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
が
、
無
事
故
で
就
業
さ
れ
ま

す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

編

集

後

記

会員数� （平成28年8月現在）

　　　会員数
地区 男性 女性 合計
吉　田 62 18 80
甲　田 50 31 81
八千代 38 14 52
美土里 24 7 31
高　宮 26 4 30
向　原 31 6 37
計 231 80 311

（単位：人）

お悔やみ

甲
田
町　

 

秋
岡　

好
夫 

様
（
一
月
）

吉
田
町　

 

坂
田　

喜
義 

様
（
六
月
）

 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　総額68,888円を日本赤十字社へ

振り込みました。被災状況に応じて

按分され「熊本県および大分県」の

配分委員会に届けられます。大変あ

りがとうございました。

熱中症に気をつけましょう
 熱中症予防のポイント

・部屋の温度をこまめにチェック！

　（普段過ごす部屋には温度計を置くことをお薦めします）

・室温28℃を超えないように、エアコンや扇風機を上手に使いましょう!

・のどが渇いたと感じたら必ず水分補給！

・のどが渇かなくてもこまめに水分補給！

・外出の際は体をしめつけない涼しい服装で、日よけ対策も!

・無理をせず、適度に休憩を！

・日頃から栄養バランスの良い食事と体力づくりを！

� ※消防庁のHPより

平成28年熊本地震災害
義援金にご協力いただき
ありがとうございました。


